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～みんなでつくろう！平和への願いを込めたピースキャンドル～
ピースメッセージ＠ぬまくま２００９
－被災者らが「子どもたちに伝えたい」－

1945年8月８日夜、市街地の約８割を焼いた福山空襲。1万戸余りの民家が焼け、300人以上が犠牲になりました。その福山空襲で亡くなり、中央公園内にある母子三人像のモデルになった母と子の悲劇を描いた絵本「母と子の八月八日」が、今年3月に出版されました。
８月９日(日)　能登原コミュニティ館

第一部　

●13:30～14:00（大会議室）　

絵本ライヴ『母と子の八月八日』

読み聞かせボランティアグループ　わくわく子育て応援し隊

●14:00～15:00（大会議室）

講演会　『人権と平和を求めて』
絵本「母と子の八月八日」

講　師　田邊　準一郎さん
（前福山市人権平和資料館副館長）

●13:30～15:30（図書室）

パネル展示『福山空襲』『福山の戦争遺跡』

ビデオ上映『いわたくんちのおばあちゃん』『一つの花』

第二部　

●18:30～20:00（広場）

ピースキャンドル点灯
（ペットボトルにろうそくの灯りがともります。）

●19:00～20:00（広場）

ピースコンサート　『ぷからす三線クラブ』
人権・平和に関するメッセージを募集しています。

詳しくは，瀬戸・山手コミュニティセンターまで
主　　　催　南部ブロック管内コミュニティセンター・館

問合わせ先　瀬戸コミュニティセンター Tel 951-1809
山手コミュニティセンター Tel 951-5679
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南部こんなんやるＤay
南部ブロック管内の講座のご案内です。

みなさま　どうぞ　ご参加ください。

山手コミュニティセンター　℡９５１－５６７９

☆夏の平和学習

と　き：８月５日（水）１０：００～

内　容：絵本シアター

絵本の読み聞かせ『母と子の八月八日』

絵本をとおして戦争について考えてみよう。

高島公民館　℡９８２－１８８２

☆夏休みわんぱく子ども広場

と　き：８月７日（金）１０：００～
内　容：卓球クラブ

申込み：８月３日（月）までに高島公民館へ

夏休み，楽しい思い出をたくさん作ろう！！

お友だちを誘って参加してくださいね。


《生涯学習の出前講座》

鞆公民館　℡９８２－２６６４

☆みんなびっくり化学実験

と　き：８月２１日（金）１０：００～

講　師：小林　邦弘さん（元理科教師）

　　　　安藤　明子さん（元理科教師）

定　員：２０人

いろんなビックリ体験ができます。見るだけでなく実際にやってみて一緒に楽しもう！！


《生涯学習の出前講座》
千年公民館　℡９８７－３１８８

☆知っておきたい年金のはなし

と　き：８月２５日（火）９：３０～

講　師：藤井　美代子さん（社会保険労務士）

年金制度を知らなかったために，実は損をしている人が結構多いと思われます。少しでも年金を多く貰うために「知って安心　得をする」そんな情報をお話しします。

ボーノさんのささやき
広島市の平和記念公園の「原爆の子の像」が建立されて今年で５１年になります。

被爆し，回復を祈って病床で鶴を折り続け，１２歳で亡くなった佐々木禎子さん。建立運動はその死を悼む幟町中学校の級友たちの呼びかけで始まり，広島市内の全部の小学校・中学校・高校が運動をおこしました。さらに全国へと広がり，１９５８年に「原爆の子の像」は完成しました。そして「サダコ」は「折り鶴」とともに平和の象徴として世界に紹介されました。

禎子さんの死をきっかけに，何か自分にできることはないかと考え行動をした子どもたち。「原爆の犠牲となった全ての子どもの霊を慰め，二度と戦争がおきないように」との思いで。

しかし，チェルノブイリ原発事故や，イラク戦争で使用された劣化ウラン弾による被害で苦しんでいる人や，戦争で傷ついて恐怖の中で暮らさなければならない子ども達がたくさんいます。

禎子さんの物語と原爆の子の像は，平和の大切さ，生きること，そして行動をすることの大切さを訴えているのではないでしょうか。この夏，平和のために自分にできることはないか考え，何か一つでも行動したいものですね。
視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。






























